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地域を守る･家族を守る消防団
リニア駅ができるまち飯田
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リニア駅ができるまち飯田
地域を守る･家族を守る消防団
リニア駅ができるまち飯田

鎮めの湯（早野由香さん撮影）
ずっと行ってみたかった遠山郷を訪れました
霜月まつりが行われていて神々が舞い降りる
不思議で貴重な時間を過ごしました
撮影場所:南信濃和田 諏訪神社
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中央自動車道

国道１５３号飯田北改良

座光寺上郷道路

リニア駅周辺
整備検討エリア

●

●

●

マクドナルド

イオン飯田店

チャンピオン　
飯田店

G.S
ダイナム
長野飯田店

平安堂
座光寺店

元
善
光
寺
駅

飯田高等学校

フルーツライン

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

●●

土
曽
川

●

●

◎片道２車線道路として拡幅改良する計画です。
今年度から測量設計が始まりました。

◎座光寺スマートＩＣとの連絡道路として整備します。
今年度から測量設計が始まりました。

中央自動車道座光寺
　　　　　　　　　スマートＩＣ（仮称）
◎座光寺パーキングエリアから中央自動車道に
乗り降りができるインターチェンジです。
今年度から測量設計が始まりました。

飯
田
線

一般県道
市場桜町線上郷
◎中心市街地への連絡道路
として整備されます。
今年９月に長野県より、
ルート案が提示されました。

ＪＲ飯田線
　　乗換新駅
◎リニア駅の利便性
向上のため
検討を進めます。

リニア関連事業図（駅周辺）
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まちなかをパレードするコスプレイ
ヤー

約１００店のブースが出店 ガムを噛んでかむ力をチェック

歌詞が選ばれた竹下玲実さん（右から２人目）
れ み

１０月３０日、さわやかな秋晴れの中、天龍峡マル

シェが開かれ、地元農家の新鮮野菜やグルメが並ぶ

「てんと市」、木工や陶芸、アクセサリーなどが並ぶ「く

らふと市」など多数の出店や催しでにぎわいました。

　

１０月２２日、鼎公民館と鼎文化センターを会場に行

われ、生活と健康に関する展示や体験コーナーが設け

られました。同時開催の歯と口の健康を守る郡市民

大会ではフッ化物塗布へ多くの方が来場しました。 

１１月３日、県内外から約４万５千人が

訪れ、フィギュア、コスプレ、痛車などの

サブカルチャーを中心とした文化イベ

ントや、グルメ、お酒など多彩な催しを

楽しみました。メインステージでは、１０

周年記念事業として制作された、「ナミ

キちゃん」のイメージソング発表ライブ

が行われました。歌詞は、多数の応募

作品から竹下玲実（飯田市在住）さん

の作品が選ばれました。

サブカルとグルメの祭典盛大に
第１０回飯田丘のまちフェスティバル

南信州天龍峡マルシェ
秋の１日を楽しむ

生活と健康まつり
健康で心豊かなくらしを
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整備された市議会正面玄関前でテープカット

懸命に綱を引く信州軍

整備された保健センター（旧教育委員会棟）など

市役所庁舎周辺施設整備工事が１１

月１日に終了し、１１月７日から全面供用

開始となりました。保健センターの改

修、市議会正面玄関の整備、地下公用

車駐車場進入スロープの築造など一連

の整備工事が終了しました。

平成２５年に工事着手以降、一昨年の

新庁舎建設（Ａ棟・Ｂ棟）、昨年の旧庁舎

耐震改修（Ｃ棟）、今回の周辺施設整備

により、庁舎整備事業が完了しました。

工事期間中はご迷惑をおかけしました。

１０月２３日、長野県と静岡県の県境にある兵越峠で、南

信濃の信州軍と浜松市水窪町の遠州軍による綱引き合

戦が行われました。信州軍が見事勝利し、浜松市側に新

たに延ばされた４ｍの場所に国境の看板を移しました。今

年は３０回の節目にあたり、記念の石柱も建立されました。

信州軍が勝利し看板を浜松市側へ移動

３０年続く県境の交流
第３０回峠の国盗り綱引き合戦

庁舎整備事業完了 全面供用開始
皆さんから親しまれる庁舎に



市 

長
　牧
野
光
朗

皆
さ
ま
は
〝
胃
が
ん
〞
と
い
う

言
葉
を
耳
に
し
て
ど
の
よ
う
な

こ
と
を
連
想
さ
れ
ま
す
か
？

「
私
に
は
関
係
な
い
な
」
と
か

「
胃
カ
メ
ラ
っ
て
前
に
辛
い
思

い
を
し
た
か
ら
二
度
と
や
り
た

く
な
い
の
よ
ね
」
な
ど
と
思
っ

て
い
る
方
も
お
ら
れ
る
か
と
思

い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
固
形
が
ん

（
物
理
的
な
形
を
つ
く
る
が
ん
）

と
し
て
は
２
０
１
２
年
の
統
計

で
男
性
で
は
１
位（
２
位
大
腸
、

３
位
肺
）、
女
性
で
は
３
位
（
１

位
乳
房
、
２
位
大
腸
）
の
多
さ

な
の
で
す
。
現
代
は
２
人
に
１

人
は
が
ん
に
な
る
時
代
で
あ

り
、
決
し
て
人
ご
と
で
は
な
い

の
で
す
。

私
は
外
科
医
と
し
て
約
２０

年
、
が
ん
の
治
療
を
し
て
き
て

思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
胃
が

ん
は
早
期
に
発
見
す
れ
ば
完
全

に
治
る
（
そ
れ
が
原
因
で
死
な

な
く
て
済
む
）
が
ん
で
あ
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
胃
が
ん
は
進

み
具
合
で
８
段
階
に
分
か
れ
ま

す
が
、
あ
る
基
準
を
満
た
す
胃

が
ん
で
あ
れ
ば
内
視
鏡
で
切
除

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
し
、
ま

た
、
あ
る
程
度
進
行
し
た
胃
が

ん
で
あ
っ
て
も
手
術
に
よ
っ
て

完
全
治
癒
が
見
込
め
る
タ
イ
プ

の
が
ん
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

が
ん
の
中
に
は
膵
臓
が
ん
の
よ

う
に
比
較
的
早
期
に
発
見
し
手

術
を
行
っ
て
も
再
発
し
死
に
至

る
厳
し
い
が
ん
も
あ
る
こ
と
を

考
え
る
と
、
毎
年
胃
カ
メ
ラ
を

一
度
受
け
る
だ
け
で
失
わ
な
く

て
よ
い
命
を
救
う
こ
と
が
で
き

る
の
で
す
。

当
院
で
の
手
術
は
開
腹
手
術

が
基
本
で
は
あ
り
ま
す
が
、
あ

る
一
定
の
条
件
を
満
た
せ
ば
腹

腔
鏡
を
用
い
て
手
術
の
傷
が
極

力
小
さ
く
な
る
よ
う
な
術
式
も

行
っ
て
お
り
ま
す
。
一
度
も
胃

カ
メ
ラ
を
受
け
た
こ
と
が
な
い

方
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
健
康

診
断
・
人
間
ド
ッ
ク
を
積
極
的

に
受
け
て
い
た
だ
き
、
大
切
な

家
族
の
た
め
に
も
助
か
る
命
を

無
駄
に
し
な
い
で
い
た
だ
け
れ

ば
と
切
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。

市立病院　消化器外科

水上佳樹  医師

胃
が
ん
に
つ
い
て

そ
の 

１４３

両
陛
下
の
行
幸
啓
（
ぎ
ょ
う
こ
う
け
い
）

１１
月
１７
日
に
天
皇
、
皇
后

両
陛
下
が
御
来
飯
さ
れ
ま
し

た
。
私
的
ご
旅
行
の
位
置
付

け
と
は
い
え
、
陛
下
の「
行
幸

啓
」
と
し
て
は
明
治
以
来
初

め
て
の
こ
と
で
、
心
か
ら
歓
迎

申
し
上
げ
た
と
こ
ろ
で
す
。ま

た
、
お
迎
え
の
準
備
・
対
応
に

携
わ
っ
て
頂
い
た
多
く
の
皆

さ
ん
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
陛
下

が
皇
太
子
時
代
の
昭
和
４４
年

８
月
に
御
来
飯
さ
れ
た
時

は
、
私
は
小
学
２
年
生
で
し

た
。
学
童
ク
ラ
ブ
で
下
山
村

駅
ま
で
行
き
、
急
行
で
天
龍

峡
に
向
か
う
両
殿
下
に
力
一

杯
手
を
振
っ
た
こ
と
を
思
い

出
し
ま
す
。

今
回
は
木
下
市
議
会
議
長

と
共
に
天
龍
峡
で
両
陛
下
を

お
迎
え
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。阿
智
村
の
熊
谷
村
長
、
髙

坂
村
議
会
議
長
も
加
わ
り
、

と
て
も
和
や
か
な
雰
囲
気
の

中
で
御
会
食
を
共
に
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。そ
の
後
、
両
陛

下
は
り
ん
ご
並
木
で
飯
田
東

中
学
校
の
皆
さ
ん
の
収
穫
作

業
を
ご
視
察
さ
れ
ま
し
た

が
、
４７
年
前
に
見
た
り
ん
ご

の
木
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
こ

と
、
そ
の
木
々
を
地
元
の
中

学
生
が
代
々
守
り
育
て
て
き

た
こ
と
に
大
変
感
銘
さ
れ
て

い
る
ご
様
子
で
し
た
。

両
陛
下
は
、
中
学
生
の
皆

さ
ん
が
歌
う
『
り
ん
ご
並
木

フ
ォ
ー
エ
バ
ー
』に
送
ら
れ
る

よ
う
に
街
中
を
後
に
さ
れ
ま

し
た
が
、
飯
田
に
残
し
て
い
っ

て
頂
い
た
も
の
は
、と
て
も
大

き
な
も
の
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。

写真提供：長野県写真提供：長野県
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大工になったら

感
動
し
た
こ
と

先月の 小澤竜太 さん（千代）からのリレー

は
し
づ
め

ひ
で
あ
き

橋
爪
秀
昭
さ
ん
（
上
久
堅
）

ほ
ぼ
反
抗
期
も
過
ぎ
、
身
長
が
私
に
あ

と
少
し
と
迫
る
我
が
息
子
は
現
在
中
学
三

年
生
。
小
さ
い
頃
は
よ
く
寝
か
し
つ
け
を
し

た
も
の
で
し
た
。も
う
そ
ん
な
機
会
も
な
い

だ
ろ
う
と
寂
し
く
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
先

日
の
夜
テ
ス
ト
勉
強
を
見
て
あ
げ
た
と
き

の
こ
と
で
す
。

年
号
の
暗
記
を
し
て
い
た
の
で
す
が
、
歴

史
が
苦
手
な
彼
は
な
か
な
か
頭
に
入
り
ま

せ
ん
。し
か
し
こ
こ
が
頑
張
り
所
で
す
の
で
、

記
憶
の
助
け
に
な
る
よ
う
に
と
関
係
の
あ

る
事
件
や
歴
史
的
背
景
な
ど
噛
み
砕
い
て

熱
く
解
説
し
て
あ
げ
ま
し
た
。と
こ
ろ
が
ど

う
も
反
応
が
悪
い
。お
や
っ
と
思
い
、ふ
と
息

子
を
見
る
と
コ
ク
リ
、コ
ク
リ
と
居
眠
り
を

し
て
い
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
！

１０
年
ぶ
り
に
寝
か
し
つ
け
に
成
功
し
た

瞬
間
で
し
た
。

はやし りゅうたろう

林 柳太朗 さん
（浜井場小６年）

ぼくのしょう来の夢は、大工になることで

す。大工になりたいと思ったわけは、二つあ

ります。

一つ目は、家族の家を自分で建て直したい

からです。前にぼくがお母さんにしょう来の

夢を言ったら、お母さんが「新しい家を建て

てほしい」と言っていたので、建ててあげたいです。

二つ目は、災害のあった地域の家を建て直してあげたいです。日

本には災害で家をなくした人がいるので建て直してあげたいです。

この夢が叶うように今からしっかり勉強したいです。

～ 大学生から
のメッセージ ～

～ 大学生から
のメッセージ ～

学びの宝庫、飯
田学びの宝庫、飯
田

学びの宝庫、飯
田

私たちのゼミでは、「ものづくり、観光、

まちづくり」の３つの視点から、飯田市の

産業振興について共同研究をしていま

す。今回私たちはその実地調査のため、３

日間飯田市に滞在しました。飯田市の企

業や施設をまわり、それぞれの担い手の

方からたくさんのお話をいただきました。

私は今回の調査を通して、地域におけ

る「人」の重要性に気付かされました。ま

ず飯田市でお会いしたみなさんの、対応

の丁寧さ、学生の意見や質問にも真摯に

向き合う姿勢、地域をどうにかしようとい

う熱意、そうした人柄の良さや意識の高さ

はとても私の心に残りました。また、飯田

市の産業振興やまちづくりでは、多面的

な取り組みが行われていて、注目すべき

所がたくさんあります。それはきっと、飯田

市の担い手の方の人柄や地域に対する

熱意あってこそなのかな、と思いました。

「地域をつくるのは人」、「地域にとって人

は資源であり財産である」、そのことを大

事にしている地域が、ここ「飯田市」だと

強く感じました。

地域の大事な資源、人

仲田 真由

高崎経済大学 地域政策学部 地域政策学科３年

（茨城県那珂市出身）

まなか ゆた

No.４１

工業技術センターにて
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　冬
期
に
な
る
と
、
灯
油
の
移

し
替
え
の
際
の
油
流
出
に
伴
う

事
故
が
多
発
し
ま
す
。

　灯
油
を
移
し
替
え
す
る
際
に

は
、
次
の
こ
と
に
十
分
注
意
し
、

油
漏
れ
事
故
が
起
き
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

○
灯
油
の
移
し
替
え
中
は
そ
の

場
か
ら
離
れ
な
い
。

○
燃
料
バ
ル
ブ
の
閉
め
忘
れ
が

な
い
か
必
ず
チ
ェ
ッ
ク
。

○
井
水
、
河
川
へ
の
油
流
入
を

防
ぐ
た
め
、
タ
オ
ル
や
マ
ッ

ト
を
敷
い
て
作
業
す
る
。

○
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
に
は
防
油
堤

の
設
置
を
す
る
。

○
配
管
な
ど
関
連
施
設
の
こ
ま

め
な
点
検
を
。

○
万
が
一
、
灯
油
を
こ
ぼ
し
て

し
ま
っ
た
場
合
は
、
水
で
流

さ
ず
新
聞
紙
や
タ
オ
ル
で
拭

き
と
る
。

▼
問
い
合
わ
せ

環
境
課

内
線
５
４
６
３

油
漏
れ
事
故
に
ご
注
意

く
だ
さ
い

　申
告
用
保
険
税
な
ど
の
「
納

付
済
額
お
知
ら
せ
は
が
き
」
発

送
は
１
月
下
旬
で
す
。

　平
成
２８
年
分
所
得
の
申
告
で
、

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
に
な

る
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保

険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
納
付
済
額
の
お
知
ら
せ
は
が

き
に
つ
い
て
は
、
１２
月
３１
日
納

付
分
ま
で
集
計
す
る
た
め
、
１

月
下
旬
発
送
に
な
る
予
定
で
す
。

　こ
の
は
が
き
が
無
く
て
も
申

告
は
で
き
ま
す
の
で
、
お
急
ぎ

の
方
は
ご
自
身
で
納
付
額
を
計

算
し
て
く
だ
さ
い
。

　金
額
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
は
、

身
分
を
証
明
す
る
も
の
を
ご
持

参
の
う
え
問
い
合
わ
せ
先
窓
口

ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
ど
の

窓
口
で
も
社
会
保
険
料
納
付
額

全
般
に
つ
い
て
対
応
で
き
ま
す
。

申
告
用
保
険
税
な
ど
の

納
付
済
額
の
お
知
ら
せ

　な
お
、
特
別
徴
収
（
年
金
か

ら
の
天
引
き
）
で
の
納
付
分
は

集
計
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、

１
月
頃
に
日
本
年
金
機
構
な
ど

の
年
金
保
険
者
か
ら
届
く
源
泉

徴
収
票
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

○
国
民
健
康
保
険
税

　

保
健
課

　国
保
係

本
庁
Ａ
８
窓
口

内
線
５
５
２
８

○
介
護
保
険
料

長
寿
支
援
課

　介
護
保
険
係

本
庁
Ａ
１１
窓
口

内
線
５
７
６
２

○
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

保
健
課

　医
療
給
付
係

本
庁
Ａ
９
窓
口

内
線
５
５
２
５

○
各
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
・

り
ん
ご
庁
舎
市
民
証
明
コ
ー

ナ
ー

　市
・
県
民
税
の
特
別
徴
収
と

は
、
事
業
主
（
給
与
支
払
者
）

が
従
業
員
（
納
税
義
務
者
）
に

支
払
う
毎
月
の
給
与
か
ら
個
人

住
民
税
を
差
し
引
き
し
、
従
業

員
に
代
わ
っ
て
、
市
へ
納
入
す

る
制
度
で
す
。

　所
得
税
の
源
泉
徴
収
義
務
の

あ
る
事
業
主
は
、
地
方
税
法
の

規
定
に
よ
り
、
個
人
住
民
税
を

特
別
徴
収
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
特
別
徴
収
の
利
点

○
市
・
県
民
税
の
税
額
計
算
は

市
町
村
が
行
う
の
で
、
事
業

主
の
皆
さ
ん
が
税
額
を
計
算

し
た
り
、
年
末
調
整
す
る
手

間
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

○
年
１２
回
に
分
け
て
納
税
す
る

た
め
、
従
業
員
の
１
回
あ
た

り
の
負
担
額
が
小
さ
く
な
り

ま
す
。

○
長
野
県
が
行
う
平
成
２９
・
３０

年
度
の
競
争
入
札
参
加
資
格

申
請
に
あ
た
り
、
特
別
徴
収

の
実
施
が
加
点
項
目
に
な
っ

て
い
ま
す
。

▼
平
成
３０
年
度
か
ら
の
注
意
点

県
全
体
の
取
り
組
み
と
し
て
、

平
成
３０
年
度
よ
り
原
則
す
べ

て
の
事
業
主
の
皆
さ
ん
に
特

別
徴
収
の
実
施
を
お
願
い
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

適
正
な
課
税
の
実
施
の
た
め
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

市
・
県
民
税
（
住
民
税
）

の
特
別
徴
収
に
ご
協
力
を

い
た
し
ま
す
。

　

▼
問
い
合
わ
せ

　税
務
課

　市
民
税
係

内
線
５
１
６
６
・
５
１
６
７

●広報いいだ　掲載広告

●お一人さま10万円以上1,000万円以内
●個人のお客さまの新規のお預入れに限らせていただきます
●特別金利は初回満期日までとさせていただきます
●満期時には満期日の店頭表示金利で自動継続となります
●店頭に説明書をご用意しております

11月14日●月s1月20日●金
2016年 2017年 だん

特別金利定期預金

詳しくは窓口、営業係、ホームページをご覧ください。

http://www.i idashinkin.co. jp/
お客さまサービス係  70120-805-123年0.18%

税引後：年0.143%

5年
年0.15%
税引後：年0.119%

3年
年0.08%

税引後：年0.063%

1年

期間中20万円以上
お預入の方に
粗品プレゼント！
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　平
成
２８
年
度
臨
時
福
祉
給
付

金
お
よ
び
障
害
・
遺
族
基
礎
年

金
受
給
者
向
け
給
付
金
の
申
請

手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

　該
当
す
る
可
能
性
の
あ
る
方

に
は
、
既
に
申
請
書
を
ご
自
宅

な
ど
へ
郵
送
し
て
お
り
ま
す
が
、

手
続
き
が
お
済
で
な
い
方
は
、

忘
れ
ず
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
平
成
２８
年
度
臨
時
福
祉
給
付

金
の
対
象

○
支
給
要
件

平
成
２８
年
１
月
１
日
時
点
で

飯
田
市
に
住
民
票
が
あ
り
、

平
成
２８
年
度
分
の
市
民
税

（
均
等
割
）
が
課
税
さ
れ
て

い
な
い
方
。

※
住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る

方
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
場
合
、

生
活
保
護
受
給
者
で
あ
る
場

合
を
除
き
ま
す
。

※
高
齢
者
向
け
給
付
金
を
受
給

さ
れ
た
方
も
右
記
要
件
に
該

当
す
る
場
合
は
、
対
象
に
な

り
ま
す
。

○
給
付
額

１
人
に
つ
き
３
千
円

▼
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
受
給

者
向
け
給
付
金
の
対
象

○
支
給
要
件

右
記
平
成
２８
年
度
臨
時
福
祉

給
付
金
の
支
給
対
象
者
の
う

ち
、
平
成
２８
年
５
月
分
の
障

害
基
礎
年
金
ま
た
は
遺
族
基

礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
。

※
高
齢
者
向
け
給
付
金
を
受
給

さ
れ
た
方
を
除
き
ま
す
。

○
給
付
額

１
人
に
つ
き
３
万
円

▼
提
出
書
類

①
申
請
書（
押
印
の
あ
る
も
の
）

②
本
人
確
認
書
類
（
保
険
証
や

免
許
証
な
ど
の
公
的
身
分
証

明
書
の
コ
ピ
ー
）

③
預
金
通
帳
な
ど
の
コ
ピ
ー

※
平
成
２７
年
度
臨
時
福
祉
給
付

金
ま
た
は
高
齢
者
向
け
給
付

金
を
受
給
し
て
お
り
、
前
回

と
同
じ
金
融
機
関
へ
振
り
込

み
を
希
望
さ
れ
る
方
は
②
③

は
提
出
不
要
で
す
。

※
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
受
給

者
向
け
給
付
金
の
対
象
と
な

る
方
で
、
申
請
書
表
面
の

「
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
受

給
者
向
け
給
付
金
」
の
欄
に

○
印
が
つ
い
て
い
な
い
方
は
、

障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
の
受

給
が
確
認
で
き
る
書
類
（
年

金
証
書
、
年
金
額
改
定
通
知

書
）
の
コ
ピ
ー
が
必
要
で
す
。

▼
申
請
期
限

　

１２
月
２６
日
㈪

▼
申
請
先

福
祉
課
、
各
自
治
振
興
セ
ン

タ
ー
の
窓
口
へ
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

※
り
ん
ご
庁
舎
で
は
受
け
付
け

ま
せ
ん
。

※
郵
送
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　福
祉
課

内
線
４
８
７
１

臨
時
福
祉
給
付
金
な
ど
の

申
請
手
続
き
を
忘
れ
ず
に

　各
地
区
の
ご
み
・
リ
サ
イ
ク

ル
カ
レ
ン
ダ
ー
で
お
知
ら
せ
し

て
い
ま
す
が
、
次
の
期
間
は
、

飯
田
市
の
ご
み
収
集
が
お
休
み

と
な
り
ま
す
。

　期
間
中
は
、
ご
み
集
積
所
に

ご
み
を
出
し
て
も
収
集
を
行
い

ま
せ
ん
の
で
、
排
出
し
な
い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
ご
み
収
集
が
お
休
み
と
な
る

期
間
（
ご
み
集
積
所
へ
排
出

で
き
な
い
期
間
）

１２
月
３１
日
㈯
～

平
成
２９
年
１
月
３
日
㈫

▼
問
い
合
わ
せ

環
境
課

　廃
棄
物
対
策
係

内
線
５
４
６
４

年
末
年
始
の
ご
み
収
集

の
お
休
み
に
つ
い
て

　秀
水
美
人
画
美
術
館
で
は

「
美
人
画
～
新
春
～
」
と
題
し

て
、
第
９２
回
常
設
展
の
展
示
を

行
い
ま
す
。

▼
期
間

１２
月
３
日
㈯
～

平
成
２９
年
３
月
２
日
㈭

▼
開
館
時
間

午
前
９
時
３０
分
～
午
後
５
時

※
入
館
は
午
後
４
時
３０
分
ま
で
。

▼
休
館
日

月
曜
（
祝
日
は
除
く
）
、
祝

日
の
翌
日
、
年
末
年
始
（
１２

月
２９
日
㈭
～
平
成
２９
年
１
月

３
日
㈫
）

▼
観
覧
料

○
一
般

２
０
０
円
（
１
６
０
円
）

○
高
校
生

１
５
０
円
（
１
２
０
円
）

○
小
中
学
生

１
０
０
円
（
８０
円
）

※
（

　）
内
は
２０
人
以
上
の
団

体
料
金
で
す
。

※
上
郷
考
古
博
物
館
と
共
通
で

入
館
で
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

上
郷
考
古
博
物
館

０
２
６
５（
５
３
）３
７
５
５

秀
水
美
人
画
美
術
館

展
示
替
え
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　市
で
は
、
市
道
の
改
良
工
事

や
水
路
の
付
替
工
事
な
ど
で
、

道
路
や
水
路
と
し
て
の
機
能
を

喪
失
し
た
土
地
（
赤
線
・
青
線

を
含
む
）
を
、
隣
接
す
る
土
地

の
所
有
者
に
払
い
下
げ
を
し
て

い
ま
す
。

　こ
の
よ
う
な
廃
道
・
廃
水
路

敷
地
は
、
隣
接
す
る
土
地
と
一

体
的
に
利
用
す
る
こ
と
で
効
果

的
に
活
用
が
で
き
ま
す
。

　払
い
下
げ
を
希
望
す
る
方
は
、

事
前
に
相
談
（
払
い
下
げ
の
可

廃
道
・
廃
水
路
敷
地
の

払
い
下
げ
に
つ
い
て

　市
で
は
緊
急
輸
送
路
な
ど
主

要
な
幹
線
市
道
の
除
雪
を
行
い

ま
す
。

　早
朝
か
ら
の
除
雪
作
業
時
に

は
、
騒
音
な
ど
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
迅
速
な
除
雪
作

業
の
た
め
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
除
雪
作
業
に
ご
協
力
を

○
自
宅
周
辺
の
歩
道
や
道
路
は
、

そ
の
地
域
に
お
住
ま
い
の
皆

さ
ん
で
除
雪
作
業
を
お
願
い

し
ま
す
。

○
除
雪
作
業
の
妨
げ
に
な
り
ま

す
の
で
、
路
上
駐
車
は
や
め

ま
し
ょ
う
。

○
危
険
で
す
の
で
除
雪
車
に
は

近
づ
か
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

○
除
雪
作
業
に
よ
り
、
各
戸
の

出
入
口
を
ふ
さ
い
で
し
ま
う

場
合
も
あ
り
ま
す
。
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
が
そ
の
場

合
は
再
度
個
々
に
除
雪
を
お

願
い
し
ま
す
。

○
道
路
沿
い
に
あ
る
、
雪
の
重

み
で
倒
れ
そ
う
な
樹
木
、
竹

な
ど
は
、
所
有
者
の
方
が
処

理
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
皆
さ
ん
が
除
雪
さ
れ
る
時
の

注
意

○
交
通
の
障
害
、
水
路
の
つ
ま

り
の
原
因
と
な
り
ま
す
の
で
、

道
路
や
側
溝
、
河
川
へ
雪
を

出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

○
車
両
と
の
接
触
や
、
側
溝
へ

の
転
落
な
ど
十
分
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

※
冬
期
の
道
路
は
、
凍
結
な
ど

で
と
て
も
危
険
で
す
。
作
業

の
際
は
、
ケ
ガ
や
事
故
に
十

分
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

土
木
課

　維
持
係

内
線
２
７
２
１
～
２
７
２
３

除
雪
作
業
へ
ご
協
力
く

だ
さ
い

否
・
土
地
代
金
・
経
費
の
負
担

な
ど
）
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　管
理
課

　国
調
登
記
係

　内
線
２
７
１
７
・
２
７
１
８

　「
飯
田
市
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入
に
よ
る
持
続
可
能

な
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
条

例
」
で
支
援
す
る
地
域
公
共
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
事
業

が
、
現
在
８
件
認
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
認
定
事
業
の
活
動

報
告
会
と
、
再
エ
ネ
審
査
会
委

員
や
認
定
事
業
者
と
の
情
報
交

換
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ご

興
味
の
あ
る
方
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時

　１２
月
１５
日
㈭

報
告
会
／

午
後
３
時
～
５
時
１０
分

引
き
続
き
、
情
報
交
換
会

（
全
体
終
了
予
定
６
時
４０
分
）

▼
場
所

　山
本
公
民
館
講
堂

▼
費
用

　報
告
会
／
無
料

　情
報
交
換
会
／
２
０
０
０
円

▼
申
込
方
法

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ

ー
ル
で
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　環
境
モ
デ
ル
都
市
推
進
課

　内
線
５
４
７
４

０
２
６
５（
２
２
）４
６
７
３

sakugen_co2@
city.iida.lg.jp

再
エ
ネ
活
用
認
定
事
業

報
告
会
・
情
報
交
換
会

　市
営
霊
園
の
水
道
施
設
に
お

い
て
、
水
道
管
な
ど
の
凍
結
防

止
の
た
め
次
の
霊
園
に
つ
い
て

水
道
を
停
止
い
た
し
ま
す
。

　お
墓
参
り
な
ど
に
お
越
し
の

際
は
、
水
を
持
参
す
る
な
ど
ご

留
意
く
だ
さ
い
。

　ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま

す
が
、
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

▼
対
象
霊
園

桐
林
墓
地
公
園
・
矢
高
霊
園

・
柏
原
霊
園
・
西
部
霊
園

▼
停
止
期
間

１２
月
中
旬
頃
～
３
月
中
旬
頃

※
詳
細
期
間
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

環
境
課

　環
境
衛
生
係

内
線
５
４
６
２
・
５
４
６
１

市
営
霊
園
の
水
道
が
停

止
し
ま
す

霊
園

　水
道
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　市
在
住
の
高
齢
者
の
生
活
実

態
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に

対
す
る
実
情
・
意
向
の
調
査
を

実
施
し
ま
す
。

　在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
や
介

護
保
険
施
設
の
整
備
計
画
な
ど
、

今
後
の
介
護
保
険
事
業
計
画
策

定
な
ど
の
基
礎
資
料
と
い
た
し

ま
す
。

▼
調
査
基
準
日
・
調
査
内
容

平
成
２８
年
１２
月
１
日
現
在
の

様
子
を
、
次
の
内
容
で
予
定

し
て
い
ま
す
。

〇
元
気
高
齢
者
実
態
調
査

介
護
に
関
す
る
意
識
や
生
活

実
態
な
ど

〇
居
宅
要
介
護
・
要
支
援
認
定

者
等
実
態
調
査

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
状
況
や

充
足
感
、
施
設
へ
の
入
所
希

望
や
そ
の
利
用
、
家
族
介
護

者
の
意
識
・
実
態
な
ど

▼
対
象
者

対
象
者
は
、
無
作
為
抽
出
と

な
り
ま
す
。

〇
元
気
高
齢
者
実
態
調
査

要
支
援
・
要
介
護
の
認
定
を

受
け
て
い
な
い
方
の
う
ち
、

４
０
０
人

〇
居
宅
要
介
護
・
要
支
援
認
定

者
等
実
態
調
査

要
支
援
・
要
介
護
の
認
定
を

受
け
て
い
る
方
の
う
ち
、

２
４
０
０
人

▼
調
査
方
法

○
調
査
票
を
郵
送
し
、
記
入
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
調
査
対

象
と
な
っ
た
方
は
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

○
調
査
票
の
郵
送
は
、
１２
月
中

の
予
定
で
す
。
調
査
票
の
回

答
は
、
同
封
の
返
信
用
封
筒

用
い
、
１
月
中
旬
頃
ま
で
に

返
送
を
お
願
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

長
寿
支
援
課

　介
護
保
険
係

内
線
５
７
６
１

高
齢
者
の
生
活
・
介
護

に
関
す
る
実
態
調
査

　市
で
は
、
２
０
２
７
年
の
リ

ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
開
業
を
見

据
え
て
、
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
力

を
高
め
て
い
く
取
り
組
み
を
進

め
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
市
民
の

皆
さ
ま
一
人
ひ
と
り
が
、
地
域

の
資
源
を
見
つ
め
直
し
、
そ
れ

ら
を
地
域
の
魅
力
や
特
色
と
し

て
発
信
し
て
い
く
た
め
に
「
飯

田
の
い
い
と
こ
」
（
誇
り
に
思

う
こ
と
、
自
慢
で
き
る
こ
と
、

魅
力
を
感
じ
る
こ
と
な
ど
）
を

投
票
に
よ
っ
て
決
定
す
る
「
飯

田
ラ
ン
キ
ン
グ
２
０
１
６
」
を

実
施
し
ま
す
。

▼
投
票
資
格

ど
な
た
で
も

▼
投
票
候
補

昨
年
度
の
ラ
ン
キ
ン
グ
上
位

３０
項
目
を
投
票
候
補
と
し
ま

す
。（
下
表
の
と
お
り
）

▼
投
票
期
間

１２
月
１
日
㈭
～
３１
日
㈯

※
窓
口
で
の
投
票
は
１２
月
２８
日

㈬
ま
で

▼
投
票
方
法

投
票
候
補
か
ら
３
項
目
ま
で

選
び
、
次
の
方
法
で
投
票
し

て
く
だ
さ
い
。
投
票
は
１
人

１
回
ま
で
と
し
ま
す
。

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
投
票

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
必
要
事

項
を
入
力
し
て
投
票

○
用
紙
で
投
票

次
の
施
設
に
設
置
す
る
投
票

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
投
票

・
投
票
用
紙
設
置
施
設

市
役
所
総
合
案
内
、
各
自
治

振
興
セ
ン
タ
ー
（
旧
市
内
は

各
公
民
館
）
、
市
公
民
館
、

中
央
図
書
館
、
鼎
図
書
館
、

上
郷
図
書
館
、
り
ん
ご
庁
舎

２
階
窓
口
、
ま
ち
な
か
イ
ン

フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
、

飯
田
イ
ン
タ
ー
観
光
案
内
所
、

天
龍
峡
観
光
案
内
所
、
遠
山

郷
観
光
案
内
所
（
ア
ン
バ
マ

イ
館
）

▼
ラ
ン
キ
ン
グ
の
決
定

得
票
数
上
位
３
項
目
を
飯
田

ラ
ン
キ
ン
グ
２
０
１
６
ベ
ス

ト
３
と
し
ま
す
。

▼
特
典

○
投
票
さ
れ
た
方
か
ら
抽
選
で

１０
人
の
方
に
、
１
０
０
０
円

相
当
の
記
念
品
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。

○
飯
田
ラ
ン
キ
ン
グ
２
０
１
６

ベ
ス
ト
３
に
輝
い
た
項
目
は
、

関
係
者
（
機
関
・
団
体
）
に

記
念
証
書
、
副
賞
を
授
与
し

ま
す
。
ま
た
、
Ｐ
Ｒ
用
の
フ

ォ
ト
ム
ー
ビ
ー
を
制
作
し
提

供
い
た
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

リ
ニ
ア
推
進
課

０
２
６
５（
２
２
）５
３
６
１

０
２
６
５（
２
２
）５
３
７
１

linear@
city.iida.nagano.jp

飯
田
ラ
ン
キ
ン
グ

２
０
１
６
実
施

Ｉ
Ｉ
Ｄ
Ａ
２
０
２
７

天龍峡 りんご並木 遠山温泉郷 かぐらの湯 下栗の里 天竜川 飯田りんごん

人形劇のまち･いいだ人形劇フェスタ 五平もち 焼肉店舗数日本一 飯田水引 遠山の霜月祭り 南アルプス

りんご 市田柿 風越山 飯田の和菓子 飯田弁 しらびそ高原

桜並木 ＪＲ飯田線 黒田人形・今田人形 獅子舞（屋台獅子） 飯田市立動物園 飯田の人柄

飯田丘のまちフェスティバル 名水百選「猿庫の泉」 一本桜 天竜川の舟下り 環境モデル都市・飯田 野底山森林公園

【飯田ランキング２０１６ 投票候補】
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　竹
田
扇
之
助
記
念
国
際
糸
操

り
人
形
館
で
は
「
初
春
を
寿
ぐ

竹
田
人
形
館
」
準
備
の
た
め
、

次
の
期
間
ホ
ー
ル
に
は
人
形
の

展
示
が
あ
り
ま
せ
ん
。

竹
田
人
形
館
ホ
ー
ル
展

示
休
止
期
間
に
つ
い
て

　平
成
２９
年
度
の
社
会
体
育
施

設
の
利
用
調
整
の
た
め
、
平
成

２９
年
４
月
～
平
成
３０
年
３
月
に

社
会
体
育
施
設
で
開
催
を
予
定

し
て
い
る
全
市
規
模
以
上
の
大

会
を
調
査
し
ま
す
。
対
象
と
な

る
大
会
を
行
う
方
・
団
体
は
調

査
票
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
調
査
の
対
象
と
な
る
大
会

○
飯
田
市
全
域
か
ら
参
加
者
・

競
技
者
を
募
る
大
会
な
ど

○
飯
伊
・
南
信
・
県
大
会
な
ど

市
以
外
の
地
域
か
ら
参
加
者

が
集
ま
る
大
会
（
団
体
独
自

の
練
習
試
合
や
招
待
試
合
な

ど
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
）

※
提
出
を
い
た
だ
い
て
も
、
利

用
調
整
の
対
象
と
な
ら
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
承

知
お
き
く
だ
さ
い
。

▼
調
査
票
の
様
式

○
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、
生
涯
学

習
・
ス
ポ
ー
ツ
課
窓
口
で
入

手
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
限

平
成
２９
年
１
月
６
日
㈮

（
厳
守
）

▼
受
付
・
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
課

内
線
３
７
３
３

社
会
体
育
施
設
で
行
う

大
規
模
競
技
大
会
の
調
査

大
規
模
競
技
大
会

　調
査

※
竹
田
扇
之
助
記
念
糸
操
り
人

形
館
は
通
常
ど
お
り
開
館
し

ま
す
。

※「
初
春
を
寿
ぐ
竹
田
人
形
館
」

に
つ
い
て
は
本
誌
裏
表
紙
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
ホ
ー
ル
休
止
期
間

１２
月
１６
日
㈮
～

平
成
２９
年
１
月
７
日
㈯

▼
問
い
合
わ
せ

竹
田
扇
之
助
記
念
国
際
糸
操

り
人
形
館

０
２
６
５（
２
３
）４
２
２
２

飯
田
文
化
会
館

０
２
６
５（
２
３
）３
５
５
２

　専
門
的
な
知
識
と
技
術
の
習

得
お
よ
び
仕
事
に
活
か
せ
る
資

格
を
取
得
し
て
正
規
職
員
と
し

て
の
就
業
を
目
指
せ
る
よ
う
に
、

専
門
学
校
と
し
て
支
援
す
る
た

め
の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象

社
会
人
（
高
校
既
卒
者
）
で
、

就
職
に
繋
が
る
資
格
を
取
得

し
、
正
規
社
員
と
し
て
地
元

就
職
を
考
え
て
い
る
方

▼
日
時

１２
月
１７
日
㈯

午
前
１０
時
～
正
午

社
会
人
対
象
進
学
相
談
会

飯
田
コ
ア
カ
レ
ッ
ジ

▼
場
所

飯
田
コ
ア
カ
レ
ッ
ジ

（
松
尾
明
７
５
９
１
）

▼
申
込
方
法

電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切

１２
月
１５
日
㈭

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

飯
田
コ
ア
カ
レ
ッ
ジ

　

０
２
６
５（
２
２
）５
１
１
１

　特
殊
詐
欺
の
被
害
は
、
詐
欺

犯
か
ら
の
１
本
の
電
話
が
き
っ

か
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　特
殊
詐
欺
被
害
を
未
然
に
防

ぐ
た
め
の
対
策
と
し
て
狙
わ
れ

や
す
い
年
齢
層
を
対
象
に
特
殊

詐
欺
等
被
害
防
止
対
策
機
器
の

設
置
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い

ま
す
。

▼
対
象

市
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ

れ
て
い
る
満
６０
歳
以
上
の
方

▼
補
助
金
対
象
機
器

○
詐
欺
対
策
機
能
付
電
話
機

○
固
定
電
話
に
接
続
す
る
自
動

応
答
録
音
装
置

○
固
定
電
話
に
接
続
す
る
自
動

着
信
拒
否
装
置
（
別
に
番
号

表
示
サ
ー
ビ
ス
の
契
約
が
必

要
）

※
機
器
を
購
入
す
る
前
に
申
請

が
必
要
で
す
。

▼
補
助
金
交
付
内
容

○
設
置
費
用
の
３
分
の
２
（
上

限
５
０
０
０
円
）
１
０
０
円

未
満
端
数
切
捨
て

○
募
集
件
数

　１
０
０
件
程
度

▼
交
付
条
件
・
申
請
方
法
な
ど

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
受
付
期
限

平
成
２９
年
２
月
２８
日
㈫

※
受
付
期
間
中
で
あ
っ
て
も
、

申
請
件
数
が
募
集
件
数
を
超

え
た
場
合
は
締
め
切
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

▼
申
請
・
問
い
合
わ
せ

男
女
共
同
参
画
課

消
費
生
活
係

内
線
５
４
５
２

特
殊
詐
欺
等
被
害
防
止

対
策
機
器
設
置
補
助
金

　人
形
劇
を
題
材
に
し
た
人
形

・
玩
具
、
工
芸
品
が
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。
現
在
開
催
中
で
す
。

▼
日
時

１２
月
２０
日
㈫
ま
で

午
前
９
時
～
午
後
６
時
３０
分

※
入
館
受
付
／
午
後
６
時
ま
で

※
定
休
日
／
毎
週
水
曜
日

（
１１
月
２３
日
㈷
は
開
館
）

▼
場
所

川
本
喜
八
郎
人
形
美
術
館

２
階
交
流
ゾ
ー
ン

▼
料
金

無
料

（
３
階
展
示
室
を
ご
覧
に
な

る
場
合
は
別
途
入
館
料
が
必

要
で
す
）

▼
問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
い
だ
人
形
劇

セ
ン
タ
ー

０
５
０（
３
５
８
３
）３
５
９
４

人
形
劇
じ
ゃ
な
い

人
形
劇
展

市の
ウェブサイト
をご覧くだ
さい

市の
ウェブサイト
をご覧くだ
さい

市の
ウェブサイト
をご覧くだ
さい
飯田市役所
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　赤
い
羽
根
共
同
募
金
で
は
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

な
ど
先
駆
的
お
よ
び
開
拓
的
な

多
様
な
民
間
活
動
を
支
援
す
る

助
成
制
度
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
助
成
対
象
団
体

市
内
で
活
動
を
し
て
い
る
住

民
団
体
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
、
障
が
い
者
な
ど
の

支
援
団
体
ま
た
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な

ど
で
あ
る
こ
と
。

※
市
内
の
特
定
の
地
域
の
み
に

限
定
し
た
活
動
を
し
て
い
る

団
体
は
除
き
ま
す
。

▼
助
成
対
象
事
業

〇
福
祉
ま
た
は
関
連
す
る
保
健
、

医
療
、
教
育
な
ど
の
分
野
に

お
け
る
先
駆
的
で
発
展
性
の

あ
る
事
業
で
あ
る
こ
と
。

〇
住
民
参
加
に
よ
る
福
祉
の
ま

ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
事
業

で
あ
る
こ
と
。

〇
募
金
活
動（
街
頭
募
金
な
ど
）

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参

加
で
き
る
こ
と
。

▼
助
成
限
度
額

１
団
体
１
事
業
と
し
、
５
万

円
を
補
助
限
度
（
上
限
）
と

し
ま
す
。
過
去
に
３
回
助
成

を
受
け
た
団
体
（
事
業
）
は

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

▼
申
請
期
間

　

１２
月
１
日
㈭
～

平
成
２９
年
１
月
２７
日
㈮

※
郵
送
の
場
合
当
日
消
印
有
効

▼
申
請
方
法

交
付
申
請
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
郵
送
ま
た
は
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
は
さ
ん
と
ぴ
あ
飯
田

ま
た
は
飯
田
市
社
会
福
祉
協

議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り

入
手
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
助
成
の
決
定

申
請
書
類
を
審
査
後
、
平
成

２９
年
６
月
中
に
別
途
通
知
。

▼
申
請
・
問
い
合
わ
せ

〒
３
９
５
―
０
０
２
４

東
栄
町
３
１
０
８
―
１

飯
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

地
域
福
祉
課

　地
域
福
祉
係

０
２
６
５（
５
３
）３
１
８
０

赤
い
羽
根
共
同
募
金
先
駆

的
活
動
費
助
成
事
業
募
集

飯
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

　平
成
２９
年
４
月
採
用
予
定
の

市
職
員
採
用
選
考
（
行
政
職

（
社
会
人
選
考
））
を
実
施
し
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
採
用
試
験
に

比
べ
、
受
検
可
能
年
齢
を
引
き

上
げ
る
と
と
も
に
、
受
験
を
容

易
に
す
る
た
め
、
教
養
試
験
は

実
施
し
ま
せ
ん
。

▼
選
考
内
容

　下
表
の
と
お
り
。

▼
選
考
実
施
要
綱
と
受
検
申
込

書
・
職
務
経
歴
書
・
小
論
文

指
定
用
紙
の
入
手
方
法

○
人
事
課
、
各
自
治
振
興
セ
ン

タ
ー
窓
口
で
受
け
取
り

○
郵
送
を
希
望
す
る
場
合

１
２
０
円
切
手
を
貼
っ
た
返

信
用
封
筒
（
選
考
区
分
と
宛

先
明
記
、
角
形
２
号
）
を
同

封
し
人
事
課
へ
請
求

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
の
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド

▼
申
込
方
法

提
出
書
類
を
市
役
所
ま
で
受

検
者
本
人
が
持
参
し
、
受
付

時
に
簡
単
な
面
接
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

▼
提
出
書
類

○
受
検
申
込
書

○
職
務
経
歴
書

○
小
論
文
（
指
定
の
用
紙
に

８
０
０
字
以
内
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
３
９
５
―
８
５
０
１

大
久
保
町
２
５
３
４

人
事
課

内
線
２
１
４
１

飯
田
市
職
員
採
用

行
政
職
（
社
会
人
選
考
）

職
員
募
集

通勤、
期末・勤勉、
扶養、住居、
特殊勤務
など

平成２８年１２月９日㈮、
１２月１０日㈯、１２月１１日㈰
のうち、午前９時から
午後５時の間

受付時面接
（１０分程度）

書類選考

行政職
（社会人選考）

３人
程度

本庁
出先機関
など

１４４,６００円
（高校卒）

１５４,３００円
（短大卒）

１６６,１００円
（大学卒）

昭和５２年４月２日以降の出生者
で国、地方公共団体、民間企業
等における職務経験を３年以上
有する者（※２）

平成２９年４月採用予定　飯田市職員採用選考

受検資格
（詳細は選考実施要綱参照）

年　齢資格または免許 手　当初　任　給

給　与（※１）
採用区分 第１次考査 受　付　日

採用
予定
人数

勤務予定
機関

※１　給与は平成２８年４月１日現在の内容であり、採用までの間に変更となる場合があります。また、職歴等経歴に応じて、原則としてこれより高い初任給が支給されます。
※２　職務経験とは、週３０時間以上の勤務をした経験が該当（臨時職員としての期間を含む）し、平成２９年３月末までに通算で３年以上であることを要します。

　家
庭
で
交
換
留
学
生
（
高
校

Ａ
Ｆ
Ｓ
交
換
留
学
生
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

生
）
を
家
族
の
一
員
と
し
て
受

け
入
れ
て
い
た
だ
け
る
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

▼
期
間

○
春
来
日
生
徒

平
成
２９
年
３
月
下
旬
～
平
成

３０
年
２
月
上
旬（
約
１０
カ
月
）

○
秋
来
日
生
徒

平
成
２９
年
８
月
下
旬
～
平
成

３０
年
７
月
上
旬（
約
１０
カ
月
）

※
１０
カ
月
受
け
入
れ
て
い
た
だ

け
る
家
庭
が
望
ま
し
い
で
す

が
、
１
カ
月
・
３
カ
月
・
６

カ
月
単
位
で
の
受
入
が
可
能

な
場
合
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
来
日
生

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
ジ
ア
、
オ

セ
ア
ニ
ア
、
南
北
ア
メ
リ
カ

な
ど
か
ら
来
日
す
る
１５
～
１７

歳
の
生
徒
。

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ

男
女
共
同
参
画
課

内
線
５
４
５
３
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　第
６
期
の
介
護
保
険
事
業
計

画
に
基
づ
き
、
介
護
保
険
の
施

設
整
備
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　公
正
で
適
正
な
整
備
を
行
う

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
計
画
す
る
事
業
者

（
法
人
）
を
公
募
し
選
定
し
ま

す
。

▼
公
募
す
る
地
域
密
着
型
事
業

所
（
平
成
２９
年
度
開
設
分
）

○
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

○
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護

▼
応
募
方
法

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
す

る
各
建
設
計
画
調
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。（
郵
送
可
）

▼
応
募
締
切

平
成
２９
年
１
月
６
日
㈮

（
必
着
）

▼
そ
の
他

開
設
に
か
か
る
整
備
に
対
し

て
、
補
助
金
が
交
付
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ

長
寿
支
援
課

　長
寿
支
援
係

内
線
５
７
５
１

長
寿
支
援
課

　介
護
保
険
係

内
線
５
７
６
１

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

事
業
所
の
第
２
回
公
募

　折
り
紙
で
酉
（
と
り
）
と
お

正
月
飾
り
を
つ
く
り
ま
す
。

▼
対
象

小
学
生
以
上

　

※
小
学
校
３
年
生
ま
で
は
保
護

者
同
伴
。

▼
日
時

１２
月
１８
日
㈰

午
後
１
時
３０
分
～
３
時

▼
場
所

　

中
央
図
書
館
２
階
研
修
室

▼
講
師

　

竹
内
恵
子
さ
ん

（
日
本
折
紙
協
会
講
師
）

▼
材
料
費

大
人

　
　１
０
０
円

高
校
生
以
下

　無
料

▼
申
込
方
法

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

中
央
図
書
館

０
２
６
５（
２
２
）０
７
０
６

干
支
の
折
り
紙
教
室

　今
夏
、
南
ア
ル
プ
ス
の
高
山

帯
で
昆
虫
類
の
調
査
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
新
種
の
発

見
や
新
分
布
地
の
確
認
な
ど
い

く
つ
か
の
成
果
を
上
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　そ
の
速
報
と
と
も
に
、
南
ア

ル
プ
ス
を
彩
る
高
山
植
物
や
世

界
最
南
端
の
ラ
イ
チ
ョ
ウ
な
ど

の
話
題
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
お

話
し
し
ま
す
。

▼
テ
ー
マ

南
ア
ル
プ
ス
高
山
帯
昆
虫
調

査
速
報

▼
講
師

四
方
圭
一
郎

（
美
術
博
物
館
学
芸
員
）

▼
日
時

１２
月
１０
日
㈯

午
前
１０
時
３０
分
～
正
午

▼
場
所

美
術
博
物
館
講
堂

▼
問
い
合
わ
せ

美
術
博
物
館

０
２
６
５（
２
２
）８
１
１
８ 

美
博
の
自
然
講
座

　南
信
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で

は
、
長
野
県
弁
護
士
会
飯
田
在

住
会
と
共
催
で
、
弁
護
士
に
よ

る
法
話
を
毎
月
開
催
し
て
い
ま

く
ら
し
に
役
立
つ
法
律

の
は
な
し

す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時

１２
月
８
日
㈭

午
後
１
時
３０
分
～
３
時

▼
場
所

南
信
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

▼
講
師

下
平
秀
弘
さ
ん

（
下
平
法
律
事
務
所
弁
護
士
）

▼
テ
ー
マ

働
く
者
の
権
利

▼
申
込
方
法

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　南
信
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

０
２
６
５（
２
４
）８
０
５
８

　建
築
士
会
に
よ
る
空
き
家
に

関
す
る
無
料
相
談
を
開
催
し
ま

す
。
皆
さ
ん
の
ご
相
談
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象

空
き
家
所
有
者
ま
た
は
空
き

家
を
利
活
用
し
よ
う
と
す
る

方
。

空
き
家
に
関
す
る

無
料
相
談

空
き
家
バ
ン
ク

▼
日
時

平
成
２９
年
１
月
５
日
㈭

午
後
１
時
～
４
時

▼
場
所

市
役
所
Ｃ
棟
２
階

２
１
２
号
会
議
室

▼
担
当

建
築
士
会
所
属
の
建
築
士

▼
申
込
方
法

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限

１２
月
２６
日
㈪

※
現
地
に
て
相
談
さ
れ
る
場
合

は
相
談
者
に
実
費
を
ご
負
担

い
た
だ
き
ま
す
。

※
空
き
家
バ
ン
ク
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ム
ト
ス
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

空
家
等
対
策
担
当

内
線
５
４
３
１

結
い
タ
ー
ン
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
室

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
ゆ
い
た
ん
」

■問い合わせ
結いターンキャリアデザイン室 内線３５１２
http://www.city.iida.lg.jp/site/yuiturn/
yuiturn@city.iida.nagano.jp

U
タ
ー
ン
I
タ
ー
ン
を

応
援
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

結
い（
U
I
）タ
ー
ン
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▲

問い合わせ

選挙管理委員会事務局　内線２６３２

★上記のものは、政治家の寄附禁止の
対象となります。

期　日：平成２９年１月８日（日）
より多くの成人の皆さんが参加できるよう｢成人の日｣
前日の日曜日に開催します。

対象者：平成８年４月２日～平成９年４月１日生まれで、市内の
小・中学校いずれかを卒業された方と現在市内にお住
まいの方

場　所：下表のとおり

案　内：該当される皆さんには、各地区公民館より１１月中に開催案内をお送りします。
内容をご確認の上、同封の出欠はがきにて該当地区の公民館にお知らせください。
※案内のあった公民館の成人式への参加となります。詳細は、各地区公民館にお問い合わせください。

問い合わせ：飯田市公民館　 　  ０２６５（２２）１１３２　   　iccc０１@city.iida.nagano.jp

成人式は１月８日（日）開催成人式は１月８日（日）開催

地区名
（公民館）

電話番号 開催単位 受付時刻 式　典　会　場

橋　北 ２４-０３１０

橋　南 ２４-０３２７ 合同開催１３：３０ 飯田市公民館

東　野 ２４-９１４４

羽　場 ２３-９７４９
合同開催１３：３０ 丸山公民館

丸　山 ２３-５８７２

座光寺 ２２-１４０１

松　尾 ２２-００９１

下久堅 ２９-８００１

上久堅 ２９-７００１

千　代 ５９-２００３

地区名
（公民館）

電話番号 開催単位 受付時刻 式　典　会　場

龍　江 ２７-３００４ 龍江地区１１：３０ 龍江公民館

竜　丘 ２６-９３０３ 竜丘地区１２：３０ 竜丘公民館

川　路 ２７-２００１川路地区１２：３０ 川路公民館

三　穂 ２７-２０３２ 三穂地区１２：３０ 三穂公民館

山　本 ２５-２００１山本地区１３：３０ 山本公民館

伊賀良 ２５-７３１１ 伊賀良地区 １３：３０ 伊賀良公民館

鼎 ２２-１２８４ 鼎 地 区１２：００ 鼎文化センター

上　郷 ２４-７７４４ 上郷地区１２：２０ 上郷公民館

上 村 ０２６０-
３６-２２１１

南信濃 ０２６０-
３４-５１１１

座光寺地区

松尾地区

下久堅地区

上久堅地区

千代地区

１２：００

１２：３０

１２：３０

１２：００

１２：３０

座光寺公民館

松尾公民館

下久堅公民館

上久堅公民館

千代公民館
合同開催１２：３０ 南信濃地域交流センター
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教育委員会臨時・非常勤職員の募集について

飯
田
市
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
２９

年
４
月
１
日
付
け
採
用
予
定
の
臨
時
・
非

常
勤
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
試
験
方
法

◎
一
次
選
考…

書
類
審
査

◎
二
次
選
考…

面
接
試
験

一
次
選
考
結
果
お
よ
び
面
接
日
時

は
、
後
日
応
募
者
に
郵
送
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

▼
申
込
方
法

市
販
の
履
歴
書
に
顔
写
真
を
貼
付
し

「
本
人
希
望
欄
」ま
た
は
欄
外
に
希
望

職
種
を
記
入
し
て
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
受
付

１２
月
１５
日
㈭
〜
平
成
２９
年
１
月
６
日

㈮
の
午
前
８
時
３０
分
か
ら
午
後
５
時

１５
分
の
間
に
各
申
し
込
み
先
に
提
出
。

※

美
術
博
物
館
以
外
は
、
土
・
日
・
祝

日
・
年
末
年
始（
１２
月
２９
日
〜
１
月

３
日
）を
除
く
。

※

美
術
博
物
館
は
１２
月
１９
日
、２４
日
、

２６
日
、
年
末
年
始
（
１２
月
２９
日
〜

１
月
３
日
）を
除
く
。

※

郵
送
は
１
月
６
日
㈮ 

（
必
着
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

下
表
の
と
お
り

申し込み先
（問い合わせ先）
申し込み先

（問い合わせ先）
勤務内容・勤務時間など
（H２８.４.１現在）

勤務内容・勤務時間など
（H２８.４.１現在）

賃金・手当など
（H２８.４.１現在）
賃金・手当など
（H２８.４.１現在）

募集
予定数
募集
予定数

応募資格
および免許
応募資格
および免許

職　　種職　　種

若干名

若干名

若干名

若干名

若干名

学校事務

講　師

養護教諭

特別支援
教育支援員

学校用務員

一般事務経験者
（一般的なパソコ
ン知識を有する
方）

司書免許または
中学校家庭科教
員免許取得者

養護教諭免許取
得者

特になし
（ただし、養護含む教
員免許、保育士、幼
稚園教諭、ヘルパー
２級以上または介護
福祉士を有する者を
優先する）

普通自動車免許
所有者で原付バ
イクの運転ができ
る方

学校用務（営繕、除草、荷物運
搬など）
年間２４０日勤務
勤務時間は学校による

②１日６時間３０分勤務

①１日７時間４５分勤務

③１日６時間勤務

学校事務全般
概ね８：１５～１７：００　
勤務時間は学校による

学校図書館での司書業務およ
び家庭科授業
勤務時間／概ね８：２０～１６：５０
勤務時間は学校による

学校での保健指導、救急処置、
環境衛生活動など
勤務時間／概ね８：２０～１６：５０

身体・知的・情緒障害などの特
別な支援の必要な児童生徒へ
の学校生活の介助、生活・学
習支援
１日５時間勤務
年間２１０日以内勤務

月額
１３５,７１０円

月額
１５３,７５０円

月額
１５３,７５０円

時給　
９８０円

月額
１３７,８００円

月額
１１５,７００円

月額
１０６,８００円

学校教育課
総務係
　 ０２６５（２２）４５１１
内線３７１２

通

　
　
勤

　
　
手

　
　
当

　
　
な

　
　
ど
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※賃金・手当などは平成２８年４月１日現在の内容であり、今後変更になる場合があります。

若干名

１名

若干名

４名

１名

通

　
　
勤

　
　
手

　
　
当

　
　
な

　
　
ど

プラネタリウム
投影時の
保安員

美術博物館
監視員

体育施設
管理人

公民館管理係

児童館・
センター・
クラブ
児童支援員

学校教育課
保健給食係
　 ０２６５（２２）４５１１
内線 ３７１５

飯田市公民館
　 ０２６５（２２）１１３２

生涯学習・
スポーツ課
　 ０２６５（２２）４５１１
内線３７３３

美術博物館
　 ０２６５（２２）８１１８

美術博物館
　 ０２６５（２２）８１１８

次のいずれかに該
当する者

１.保育士資格を
有する者

２.社会福祉士資
格を有する者

３.幼稚園教諭免
許取得者

４.教員免許取得
者

５.大学の社会福
祉学、心理学、
教育学、社会
学、芸術学また
は体育学を専
修する学科を
卒業した者

６.高等学校卒業
者で放課後児
童健全育成事
業に類似する
事業に２年以
上従事した者

一般事務経験者
（一般的なパソコ
ン知識を有する
方）

普通自動車免許
所有者

美術、歴史などに
興味のある方

プラネタリウムな
どに興味のある方

各地区公民館の受付、管理、
事業補助など
勤務時間／８：３０～１７：１５

社会体育施設管理（施設清
掃・管理、除草作業など）
日勤・夜勤交代勤務（施設に
より異なる）

飯田市美術博物館展示室な
どでの監視業務
①９：１５～１３：１５または
１３：００～１７：００の４時間勤務
②土・日曜日および祝日の勤
務あり（月曜日休館）

③１か月０日～２０日程度の勤
務あり（展覧会の開催数、
期間により変動）

飯田市美術博物館プラネタリ
ウム室での保安業務
①９：４５～１７：１５
②土・日・祝日および春・夏休
みなど長期休みのプラネタ
リウム投影日

月額
１３５,７１０円

日額
６,６２０円
もしくは
時給
８６０円

時給
７７０円

時給
８６０円

①月～土曜日
１３：００～１８：００

②月～金曜日
１４：００～１８：００
土曜日
１２：００～１８：００

③月～金曜日
１４：００～１８：００

小学校児童の放課後、土曜
日および長期休暇中の保育
午前保育もあり
延長預かりのため１８：３０まで
の勤務の場合あり

時給
９５０円

時給
９５０円

月額
１１６,３７５円
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決定

上 下 左 右
飯田市からのお知らせ、地
域からのお知らせ、お悔やみ
情報、リサイクルステーション、
休日当番医、緊急情報など、
生活に役立つ情報をお届けし
ています。

リモコンの　　　　　　　　ボタンで

画面表示の情報メニューを移動し選択します。

リモコンの　　　ボタンを押すことによって、

その情報の内容を見ることができます。

決定

上 下 左 右ご
利
用
方
法

■問い合わせ
総務文書課　情報システム係
内線２１２８

ケーブルテレビの

デジタル１２チャンネルで

放送中!!

ゆい

ケーブルテレビの

ゆい

飯田清掃 年末年始のくみ取り案内

○＝通常営業　　　×＝くみ取りはお休みです。

△＝２９日㈭は午前中のみ、くみ取りを行います。

△＝４日㈬は緊急くみ取りのみ

くみ取りのお申し込みはお早めにお願いします。

環境課からのお知らせ

申し込み・問い合わせ

飯田清掃㈱
０２６５（２３）０３１１

曜日

業務

１２/ １/２８ ２９ ３０ ３１ １ ２ ３ ４ ５ ６

水 木 金 土 日 月 火 水 木 金
○ △ × × × × × △ × ○

スプレー缶やカセットボンベの処理（排出）方法

ライターの処理（排出）方法

①スプレー缶の場合
必ず火気のない風通しのよい屋外で、噴射音が
聞こえなくなるまでスプレーボタンを押して中身
を出し切ってください。
または、商品に記載された使用説明に従い、中身
排出機構、ガス抜きキャップ、ボタンなどを使って
中身を出し切ってください。

②カセットボンベの場合
カセットコンロ本体に装着した状態で、安全に配慮
しながら中身を使い切ってください。

①ガスを使い切ってください。

②透明なビニール袋などに入れ、「特定ごみ」として、埋立ご
みの収集日に指定されたごみ集積所へ排出してください。
※ほかのごみと混ざらないように、わかりやすい位置に置いてください。

中身を出し切ったスプレー缶やカセットボンベに、必ず火
気のない風通しのよい屋外で、市販されているスプレー
缶用穴あけ器などを使って安全に穴を開けてください。

穴を開けたスプレー缶やカセットボンベは、必ず空き缶な
どを捨てる時に使用する「資源ごみ（金属）」の袋に入れ、
指定された収集日に指定されたごみ集積所へ出してくだ
さい。「埋立ごみ」として出さないようにご注意ください。
なお、プラスチックのキャップやノズルは外し、プラマーク
のついているもので汚れていないものはプラ資源として
出してください。

※プラマークがついていない、もしくは汚れているキャップやノズ
ルは、埋立ごみとして出してください。

もう一度、確認してください！！
スプレー缶やライターの正しい捨て方

必ず中身を出し切る

必ず缶に穴を開ける

「資源ごみ（金属）」として排出する

スプレー缶やカセットボンベの処理（排出）方法

で、噴射音が
聞こえなくなるまでスプレーボタンを押して中身

穴を開けたスプレー缶やカセットボンベは、必ず空き缶な
どを捨てる時に使用する「資源ごみ（金属）」の袋に入れ、
指定された収集日に指定されたごみ集積所へ出してくだ

「資源ごみ（金属）」として排出する

問い合わせ／環境課　廃棄物対策係　　内線５４６４・５４６５

ごみの分別区分を誤って、スプレー缶（殺虫剤、毛染め剤、消臭剤など）やカセットボンベ、ライターが埋立

ごみに混入される事案が依然として多く見受けられます。また、それらが原因と思われるごみ収集車両の火

災などがたびたび発生しています。

不適正な排出は、ごみ収集車両をはじめ、ごみ集積所や付近の建物、ごみ処理施設での火災や事故につ

ながる恐れもあります。今一度スプレー缶やカセットボンベ、ライターの正しい出し方をご確認ください。

必ず缶に穴を開ける

カセットコンロ本体に装着した状態で、安全に配慮
しながら中身を使い切ってください。

中身を出し切ったスプレー缶やカセットボンベに、
気のない風通しのよい屋外
缶用穴あけ器などを使って安全に穴を開けてください。

必ず缶に穴を開ける

飯田市立病院からの
お知らせ

飯田市立病院からの
お知らせ

飯田市立病院からの
お知らせ

飯田市立病院からの
お知らせ

飯田市立病院からの
お知らせ

飯田市立病院の外来診療受付時間は

時間内の受付にご理解とご協力をお願いします。

午前８時３０分～
　   午前１１時３０分です。

● 問い合わせ　　　　０２６５-２１-１２５５
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飯田駅飯田駅

三連蔵前三連蔵前

合同庁舎合同庁舎

美術博物館美術博物館

※りんご並木道路工事により動物園前、エコハウス前は通過いたしません。ご了承下さい。

◎丘のまちプチバス「プッチー」運行時刻表

９：００ ９：０９

１０：００ １０：０９

１１：００ １１：０９

１２：００ １２：０９

１２：３０ １２：３９

１３：００ １３：０９

１３：３０ １３：３９

１４：００ １４：０９

１４：３０ １４：３９

１５：００ １５：０９

飯田駅発 美術博物館着

９：４０ ９：４４ ９：５０ ９：５８

１０：４０ １０：４４ １０：５０ １０：５８

１１：４０ １１：４４ １１：５０ １１：５８

１２：１０ １２：１４ １２：２０ １２：２８

１２：４０ １２：４４ １２：５０ １２：５８

１３：１０ １３：１４ １３：２０ １３：２８

１３：４０ １３：４４ １３：５０ １３：５８

１４：１０ １４：１４ １４：２０ １４：２８

１４：４０ １４：４４ １４：５０ １４：５８

１５：４０ １５：４４ １５：５０ １５：５８

美術博物館発 合同庁舎 三連蔵前 飯田駅着

●商業・市街地活性課　内線４６５０

●信南交通㈱　　　０２６５（２４）０００５

問　い　合　わ　せ

◎丘のまちプチバス「プッチー」運行経路図

◎「プッチー」とは◎「プッチー」とは

りんご犬プッチーから名

付けました。りんご犬プッ

チーは、いいだ人形劇フェス

タのマスコットキャラクター

りんご並木の妖精「ぽぉ」の

あいぼう犬です！

どなたでも無料で乗車できます。
路線上どこでも降りられます!!

プッチーです。
よろしく。

今年最後の
  運行だよ！

飯田駅 → 美術博物館 → 合同庁舎 → 三連蔵前 → 飯田駅

基本ルート

運行便数 乗車定員１日１０便

★対　象／２００人のプチバス「プッチー」に乗車してくれたお子様
★お菓子／株式会社 外松様からご提供いただいております。

１０人　（乗務員を除く）

運行期間：１２月２３日㈷・２４日㈯・２５日㈰の３日間
※悪天候の場合は運休します。

サンタクロースの運転手から
子どもたちへのプレゼント

  運行だよ！

２５日㈰の３日間

丘のまちプチバス「プッチー」のクリスマス特

別企画として、子どもたちの健やかな成長を

願ってお菓子を子どもたちにプレゼントしま

す。ぜひプッチーに乗ってくださいね！

今年最後の
  運行だよ！

運行期間：１２月２３日㈷・２４日㈯

子どもたちへのプレゼント
  運行だよ！

２５日

「プッチー」に
　　家族で乗ろう！！
「プッチー」に
　　家族で乗ろう！！

地図上の から
乗ることが
できます。
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三遠南信通信三遠南信通信三遠南信通信三遠南信通信 遠
州
遠
州三市合同企画 第１３４回
東
三
河

東
三
河

愛
知
県
奥
三
河
で
７
０
０

年
以
上
に
わ
た
っ
て
継
承
さ

れ
る
花
祭
り
は
、「
テ
ー
ホ
ヘ

テ
ホ
ヘ
」の
声
と
と
も
に
、
青

年
の
舞
や
鬼
の
舞
な
ど
約

４０
種
類
の
舞
が
夜
を
徹
し

て
行
わ
れ
ま
す
。
国
の
重
要

無
形
民
俗
文
化
財
に
も
指

定
さ
れ
、
東
栄
町
で
は
毎
年

１１
月
〜
３
月
に
か
け
て
町

内
１１
か
所
で
開
催
さ
れ
ま

す
。花

祭
り
は
厳
冬
に
行
わ

れ
る
か
ら
こ
そ
の
意
味
が
あ

り
ま
す
。
昔
の
人
は
、
冬
に

な
る
と
太
陽
の
力
が
衰
え
、

万
物
の
生
命
を
つ
か
さ
ど
る

精
霊
た
ち
が
大
地
に
沈
み

込
ん
で
し
ま
う
と
考
え
ま
し

た
。
そ
の
復
活
を
願
っ
た
の

が
花
祭
り
で
す
。こ
の
精
霊

の
復
活
を
願
う
思
想
は
、や

が
て
人
々
の
生
ま
れ
清
ま

り
を
願
う
祭
り
へ
と
つ
な
が

り
、
さ
ら
に
は
所
願
成
就
や

村
内
安
全
を
祈
る
現
代
の

姿
と
な
っ
て
い
ま
す
。

澄
み
き
っ
た
冬
の
夜
、
伝

統
あ
る
神
事
芸
能
に
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

花祭り １２月以降の開催予定花祭り １２月以降の開催予定

◎問い合わせ／東栄町振興課　　☎０５３６（７６）０５０２

天
竜
川
水
系
に
伝
わ
る
奇
祭

天
竜
川
水
系
に
伝
わ
る
奇
祭

花
祭
り

花
祭
り

１２月３日（土）・４日（日）

中設楽生活改善センター

（東栄町大字中設楽）

１２月１１日（日）

老人憩いの家　明寿荘

（東栄町大字奈根）

１月２日（休）・３日（火）

古戸会館

（東栄町大字振草）

１月７日（土）・８日（日）

下粟代生活改善センター

（東栄町大字振草）

３月４日（土）・５日（日）

布川集会所

（東栄町大字中設楽）

午前８時３０分～午後５時１５分
　（土・日曜日、祝日、年末年始を除く）

「第２次飯田市教育振興基本計画」（原案）・「飯田市スポーツ
推進計画」（原案）についてご意見をお寄せください

○市役所Ａ棟３階　学校教育課、生涯学習･スポーツ課
○市役所Ａ棟２階　行政資料コーナー
○各自治振興センター　（橋北、橋南、羽場、丸山、東野
地区を除く）

○りんご庁舎２階　市民証明コーナー
○公民館（市公民館、橋北・橋南・羽場・丸山・東野地区）
※市のウェブサイトでも閲覧できます。

閲 覧 場 所

意見の提出方法

閲 覧 時 間

意見の提出先・問い合わせ

意見の募集期間

標記計画案について、ご意見を次のとおり募集
いたします。寄せられた意見とそれに対する市の考
え方については、後日公表します。

〒３９５-８５０１　飯田市大久保町２５３４番地
○第２次飯田市教育振興基本計画について
　　飯田市教育委員会　学校教育課
　　内線３７１１・３７１３　　　　　 ０２６５（２３）８９９６
　　　　　kyoi@ed.iidanet.jp

○飯田市スポーツ推進計画について
　　飯田市教育委員会　生涯学習・スポーツ課
　　内線３７３１　　　　　　　　　　 ０２６５（５３）４５４６
　　　　　sports@city.iida.nagano.jp

意見書に住所、氏名（法人、その他の団体にあっては主たる
事務所の所在地、名称、代表者氏名）を明記の上、閲覧場
所へ持参していただくか、郵送またはＦＡＸ、Ｅメールにより
下記まで送付してください。

パブリックコメント

１２月６日㈫～１月１６日㈪

パブリック
　　　コメント
Public Comment
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※ 受講者が極めて少ない場合は、開講出来ないことがあります。また曜日、時間などの変更もありますのでご承知おきください。
※ 「サンヒルズいいだ」では、温水プールでの一般遊泳・無料浴場もご利用いただけます。
※ 飯田勤労者共済会の会員の方は、年度（４月～翌年３月）１回に限り受講料の半額（２,６２５円上限）の割引が受けられます。申し込みの際、会員証を提示してください。

１１：００～１２：００

１４：００～１５：００

１９：３０～２０：４５

パワーアップダンス
●ハードな振りを覚えて楽しく踊ります
●ストレッチで１日の疲れをリセットしましょう

１３：３０～１４：３０

１９：３０～２０：３０

１５：００～１６：１５

１９：３０～２０：４５

金

第２・４木

第１・３日

第２・３・４水

第２・３・４木

●泳げない人でも大丈夫、無理なく効果的な指導で
泳げるようになります
●健康づくりにも最適です

リフレッシュクラス
●５０代以上の方、体力不足の方にお勧めです
●水中歩行から始め、泳ぎなどの水中運動を取り入れて
無理なく進めていきます

腰痛・肩こり
改善クラス

●体力に自信のない方や、肩こり、腰・股関節・膝の痛みで
お悩みの方でも安心して参加できます
●歩行＋体操＋簡単な泳ぎを組み合わせながら徐々に
体力アップを目指します

火 １４：００～１５：００

エンジョイ
エアロビクス＆ダンス

●エアロビとダンスでシェイプアップ！血行を促進し冷え性や
むくみの改善、肩こりを緩和します
●ピラティス＆ストレッチで身体機能を改善し引き締まった
理想の身体に…

エアロビクス
●しなやかで美しい理想体型をめざし太りにくく、
エネルギー効率がいい遅筋を鍛えましょう

●エアロビクスで楽しんでトレーニングがテーマ！　

ビューティ
エクササイズ

●エクササイズで楽しく、美しいボディをめざしましょう
●下半身を鍛え、バランスのとれたカラダに！

フリースタイルダンス
●ジャンルにこだわらず曲に合わせて楽しく踊ります
●筋力アップトレーニング＋ストレッチ

３,９１０円

４,１２０円

週２回コース
７,２００円

週３回コース
１０,８００円

ヨガ

花架拳＆

練功十八法

●ヨガとマッサージで心身のバランスを整えて、自分で自分の
体をメンテナンス

●武術の型を美しく舞う健康法です
●ゆったりとした音楽にのり、健康で前向きに生きられる楽しい
カリキュラムです

１,５５０円

３,２４０円

週１回コース 週２回コース講座名 内　　　　　　　　　容 時間曜日
受講料

水　泳

６,４８０円４,３２０円

●文化教養講座（１月～３月）　３カ月単位

◆問い合わせ　飯田市桐林勤労者福祉センター（サンヒルズいいだ）　　　０２６５（２６）７０９０　　◆申し込みは、事務所まで直接お越しください。
◆サンヒルズいいだホームページ　http://www.mis.janis.or.jp/̃sunhills/

サンヒルズいいだ各種講座受講生募集　

●温水プール健康増進講座（１カ月単位月々更新）　随時申し込み受け付けています

田中千尋

宮沢久美子

ＭＩＹＵＫＩ

西浦勢津子

福島　瞳

講師

週１回コース 週２・３回コース講座名 内　　　　　　　　　容 時間曜日
受講料

講師

１０：３０～１２：００金

土

水

月

１９：３０～２１：００

水

金

１０：３０～１１：４５

１９：３０～２０：４５

金 １３：３０～１５：００

●健康増進講座（１カ月単位月々更新）　随時申し込み受け付けています

火

木

木 １４：００～１５：００

１１：００～１２：００

１３：３０～１５：３０

１８：３０～２０：３０

１３：３０～１５：３０

１８：３０～２０：３０

１３：００～１４：３０

１９：００～２０：３０

持込パソコン初心者

持込パソコン経験者

●ご自分のパソコンでワード・エクセルの基礎を学びます
　（文書の作成・グラフ・住所録・はがきの宛名など）

●ご自分のパソコンで実用的なワード・エクセルの
利用方法などを学びます

火（１２回）

火（１２回）

水（１２回）

水（１２回）

火（１２回）

水（１２回）

１４,８２０円 １,０００円

英 会 話 
●これから英会話を始めたい方が対象です
●外国人講師から楽しく学びます

１８,５２０円 なし

講座名 内　　　　　　　　　容 時間 受講料 教材費曜日

宮坂千穂

講師

外国人講師

１９：００～２０：３０火（１２回）中　国　語
●自己紹介や挨拶などやさしい日常会話を中心とした内容です
●中国遼寧省出身講師から正しい発音を学びます

吉川陽子 １２,３５０円 実費

フラワーアレンジメント
●はじめませんか花デザイン
●たくさんの花材を楽しく生けます。初心者対象

熊谷翠華

１４：００～１６：００第１・３水（６回）
香　道

（志野流）
●香席での作法を学ぶ入門コースです
●数種の香木を組合せ、香を聞き分ける組香を楽しみます

久島智子 ５,８４０円 １,０００円

１８：３０～１９：３０第４月（３回） ３,２４０円 実費

●ハワイアン・ミュージックに合わせゆったりと踊るので、心も身体も
リラックスできます。意外と運動量が多く、シェイプアップ効果も
期待できます
●初心者の方も大歓迎です

講座名 内　　　　　　　　　容 時間曜日

フラダンス

教材費

実費

５００円

受講料

●健康増進講座（１月～３月）　３カ月単位　

講師

１９：３０～２０：４５

横田佳代

代田美幸

●初心者を対象に基礎から学びます
●ブルースとジルバから始めます

社交ダンス １０,３７０円火（１２回） １３：３０～１４：３０若山晶子

なし
●ストレッチや簡単筋トレでカラダを引き締め、ココロもリフレッシュ！
●腰痛・肩こり・ひざ痛などの予防・改善により、姿勢も若くさっそうと
歩きましょう

リフレッシュ★若返り
トレーニング

１２,９６０円水（１２回） １３：３０～１４：４５牧内隆雄

実費
●女性なら一度は憧れるスペインの舞、フラメンコ
年齢に関係なく、基礎からゆっくりレッスンを受けられます
●姿勢改善、腰痛・肩こりの改善にも効果があります

ソフト　フラメンコ ６,４８０円第１・３土（６回） １５：００～１６：１５松島佑衣

９,２６０円

月（月３回全９回）

月（月３回全９回）

木（月３回全９回）初心者

月（月３回全９回）初心者

月（月３回全９回）

日（月３回全９回）

１０：４５～１２：００

１３：３０～１４：４５

１０：３０～１１：４５

１８：００～１９：１５

１７：３０～１９：００土

カカケン

レンコウジュウハッポウ
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年末年始のお休みのお知らせ年末年始のお休みのお知らせ年末年始のお休みのお知らせ年末年始のお休みのお知らせ年末年始のお休みのお知らせ年末年始のお休みのお知らせ年末年始のお休みのお知らせ年末年始のお休みのお知らせ年末年始のお休みのお知らせ年末年始のお休みのお知らせ年末年始のお休みのお知らせ年末年始のお休みのお知らせ年末年始のお休みのお知らせ年末年始のお休みのお知らせ年末年始のお休みのお知らせ年末年始のお休みのお知らせ年末年始のお休みのお知らせ年末年始のお休みのお知らせ年末年始のお休みのお知らせ年末年始のお休みのお知らせ年末年始のお休みのお知らせ年末年始のお休みのお知らせ
市役所本庁・各自治振興センターなどは１２月２９日（木）～１月３日（火）まで休みとなります。
このほかの業務などの休みは下記一覧表または、各施設にお問い合わせください。

業　務　・　施　設 電　　話 備　　考
㈫
２７

㈬
２８

㈭
２９

㈮
３０

㈯
３１

㈷
１/１

㉁
２

㈫
３

㈬
４

㈭
５

ご　  み

ごみ収集（ごみ集積所）

桐林リサイクルセンター

手 続 き

市民課証明書発行窓口

りんご庁舎市民証明コーナー

飯田市斎苑（火葬場）

音声告知サービス放送の依頼

医  　療

市立病院外来

市立高松診療所

千代診療所

上村診療所

水道料金お客様センター

０２６５（２２）４５１１

０２６５（２６）１０５０

０２６５（２２）４５１１

０２６５（２２）４５１１

０２６５（２３）５８６３

０２６５（５２）５４０６

０２６５（２１）１２５５

０２６５（２２）５０６０

０２６５（５９）２０１４

０２６０（３６）２０５０

０２６５（２１）１１３２

※各地区のごみ・リサイクルカ
レンダーのとおり収集します

※午後休診

水道・下水道　修理

直接搬入（資源ごみ）

㈱マエダ

直接搬入（資源ごみ）

前田産業㈱

直接搬入（資源ごみ）

㈲ナカタ商事

直接搬入（埋立ごみ）

飯田市最終処分場

グリーンバレー千代

直接搬入（燃やすごみ）

桐林クリーンセンター

０２６５（５９）１１５３

０２６５（２６）７４７４ ※８：３０～１１：３０

０２６５（２２）５３２８

０２６５（２２）２４８８

０２６５（２３）１５５８

※８：００～１２：００

※８：００～１２：００

各戸配布の当番店一覧により修理を依頼してください。

不明の場合は、市役所宿直にお問い合わせください 　　  ０２６５（２２）４５１１
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りんご並木のエコハウスで時を過ごし
快適さ、心地よさを体感してください。

りんご並木のエコカフェ Info
りんご並木のエコハウス（本町２-３０）
電話 ０５０-３５８３-１５８３
（受付時間 ９：００～１７：００　月曜定休）

申し込み・
問い合わせ

★定員／各１０人程度　  ※持ち物など詳細はお問い合わせください。

ちょっと

　エコな
生活をちょっと

　エコな
生活をちょっと

　エコな
生活を

１２月８日㈭より申し込み受付開始します

１２月のエコカフェ

★お正月料理にもう１品添えて！
中華ちまき・スープ・サラダ他

日時：１２月１４日㈬
①１０：００～１２：００　②１３：００～１５：００

講師：森山哲子さん
参加費：５００円
持ち物：エプロン、三角巾

★知って得するお寿司のコツ
高野豆腐のお寿司を作ろう！

日時：１２月１５日㈭
①１０：００～１２：００　②１３：００～１５：００

講師：菊原訓子さん （飾り巻きずしインストラクター）
参加費：１,０００円
持ち物：まきす、サランラップ、ふきん、エプロン

★エコカフェフリー
日時：１２月１６日㈮　１０：００～１２：００
講師をやってみたい！
こんなことやってほしい！
などなど、コーディネーターが
皆さんの意見をお聞きします。

★クリスマスやホームパーティーに！
りんごでコース料理
スープ・サラダ・メイン・パスタ・デザート

日時：１２月２１日㈬
①１０：００～１２：００
②１３：００～１５：００

講師：菅沼成能さん （チャーリーＣ）
参加費：５００円
持ち物：エプロン、三角巾、タッパー

★お正月を楽しむ！
お華を飾って新しい年を迎えよう！！

日時：１２月２７日㈫　１０：００～１２：００
講師：清水房子さん （池坊）
参加費：１,５００円
持ち物：花器、園芸はさみ、花を持ち帰る袋

「
冬
本
番
に
そ
な
え
て
」

い
よ
い
よ
師
走
と
な
り
ま

し
た
。
師
と
な
る
僧
が
慌
た

だ
し
く
駆
け
回
る
こ
と
か

ら
、
師
走
と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
も
言
わ
れ
ま
す

が
、
師
走
の
声
と
と
も
に
寒

さ
も
厳
し
く
な
っ
て
き
ま
す
。

　　寒
く
な
る
と
当
然
暖
房
を

使
用
す
る
機
会
も
増
え
、
灯

油
代
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
今
年
は
昨
年
に
比
べ

灯
油
価
格
が
値
下
が
り
し

て
お
り
、
家
計
を
預
か
る
皆

さ
ん
に
と
っ
て
は
朗
報
で
す

ね
。で
も
、
だ
か
ら
と
い
っ
て

化
石
燃
料
だ
け
に
頼
る
の
で

は
な
く
、
少
し
の
心
掛
け
で

随
分
と
暖
房
費
の
節
約
と
Ｃ

Ｏ
２
を
削
減
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

ま
ず
、
暖
房
を
つ
け
る
前

に
一
枚
厚
着
す
る
こ
と
を
習

慣
づ
け
て
み
ま
し
ょ
う
。厚
着

を
す
る
こ
と
で
暖
房
の
設
定

温
度
を
下
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
暖
房
の
種
類
に
も
よ

り
ま
す
が
、１
℃
下
げ
る
こ
と

で
年
間
千
円
近
い
節
約
に
な

る
そ
う
で
す
。

簡
単
な
ス
ト
レ
ッ
チ
も
効

果
的
で
す
。寒
い
か
ら
と
い
っ

て
、
動
か
な
い
で
い
る
よ
り
、

座
っ
た
ま
ま
、あ
る
い
は
テ
レ

ビ
を
見
な
が
ら
で
も
い
い
の

で
、
腕
、
足
、
首
な
ど
を
動
か

し
て
み
ま
し
ょ
う
。血
行
を
促

進
す
る
運
動
は
新
陳
代
謝

を
高
め
、
体
が
内
側
か
ら
温

ま
り
、
健
康
に
も
効
果
が

あ
っ
て
一
石
二
鳥
で
す
。

ま
た
、
食
事
も
で
き
る
だ

け
家
族
が
揃
っ
て
と
り
た
い

も
の
で
す
。
そ
う
す
る
こ
と

で
、
一
部
屋
だ
け
の
暖
房
で

す
み
ま
す
し
、
人
が
集
ま
る

こ
と
で
部
屋
の
温
度
も
上
が

り
、
そ
の
う
え
、
家
族
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。

こ
の
冬
、ち
ょ
っ
と
し
た
工

夫
で
省
エ
ネ
を
心
掛
け
、ま

ず
は
そ
れ
ほ
ど
難
し
く
な
く

簡
単
に
で
き
そ
う
な
こ
と
か

ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

エ
コ
ラ
イ
フ
を
楽
し
も
う

※申し込みはお電話でお願いいたします。
※当日キャンセルの場合は、講座によっては参加費をお支払い
いただきます。
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公園事務局／☎０２６５（５９）８０８０　 ０２６５（５９）８０７９
http://www.dia.janis.or.jp/̃kazetaro/

ウォーキングを楽しむ
１２月２２日㈭　１３：３０～１５：３０　対象：成人
講師：酒井浩文 （ソウル五輪競歩代表）
内容：城山コースで健康ウォーキング。

おやす作り
１２月２４日㈯　９：００～１１：００　対象 ：幼児～成人
講師：今村理則 （元かわらんべスタッフ）
内容：昔ながらのお正月の準備を体験。

絵手紙講座
１月５日㈭　９：００～１１：００　対象：成人
講師：黒河内秀幸 （日本絵手紙協会）
内容：楽しく描こう自分らしい絵手紙。

七草がゆを味わう
１月７日㈯　９：００～１１：００　対象：幼児～成人
講師：かわらんべ協力員
内容：無病息災を願い、正月７日は「七草がゆ」。

デジカメ入門
１月１１日㈬　８：３０～１１：００　対象 ：成人
講師：宮島　功（飯田市写真家）
内容：山や池などで輝く雪の自然撮影会。

よくあがる凧作り
１月１４日㈯　９：００～１１：００　対象 ：幼児～成人
講師：かわらんべスタッフ
内容：凧を作って凧あげを楽しもう！

※材料がなくなり次第、受付を終了します。
※食の工房体験学習で作った食品のお持ち帰りは出来
ません。

じょしたんのお姉さんたちとあそぼう！！
～クッキング教室～
１２月２３日㈷　※詳細は、ホームページをご覧ください

みんなでつくろう！大鍋すいとん
１２月２５日㈰
１０：３０集合
材料費：１５０円

もちつきをしよう！
１月８日㈰
①１０：３０集合
②１１：３０集合
③１２：３０集合
材料費：２００円

かざこし寺子屋デイキャンプ
１２月１７日㈯・１８日㈰　９：３０～１６：３０（受付９：１５～）
対象：小学１年生～６年生
参加費：２,０００円（保険料含）
※予約制（公園ＨＰからお申込みください）
※予約期間：１２月１０日㈯まで（定員になり次第、受付を
　　終了 します）

林業で働く女性に会いに行きましょう♪
～長野県　女性就業支援事業　働く女性の講演会～
１月８日㈰　１０：００～１２：００
場所：なかまの館
※申 し込み：　　 ０１２０（６４）０２３４
（受付時間／平日９：００～１７：００）

ミニミニ
門松をつくろう
１２月２４日㈯
１３：３０～１５：００
（午後のみ）
材料費：１５０円

新春！ラミネート書き初め
１月７日㈯　１０：００～１２：００、１３：３０～１５：００

お正月あそびをしよう
１月９日㈷　１０：００～１２：００、１３：３０～１５：００

巨大すごろく大会
１月１４日㈯
１０：００～１２：００、
１３：３０～１５：００

羊の毛でアクセサリーづくり
１２月１７日㈯・１８日㈰、１月７日㈯、９日㈷
１１：００～１７：００
材料費：６００円～　　場所：なかまの館
主催 ：アトリエＲｕｒｒｅ

ジェルクラフト体験
１２月１７日㈯・１８日㈰　１０：００～１６：００
材料費：１,０００円～　　場所：なかまの館
主催：リアリゼーション

１２月１９日㈪、 ２６日㈪、 ２９日㈭～１月３日㈫、 １０日㈫

※イベントの日程は、天候や主催者の都合により変更にな
る場合があります。変更は公園ホームページにて随時
お知らせいたします。

森森子ども大学（子ども体験学習）

冬の特別企画

食の工房体験学習

なかまの館体験学習 市民の皆さんによる活動

休館日（１2月１５日～1月１４日の期間中）
※屋外は利用できます

かわらんべＨＰに講座予定を掲載中！かわらんべＨＰに講座予定を掲載中！

※小学２年生以下は保護者同伴をお願いします。
各講座の持ち物は申し込み時、またはホームページで
確認ください。

材料費・参加費については、特に記載のないものは無料

各日

５０人程
度
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飯田動物園／☎０２６５（２２）０４１６
http://iidazoo.jp/

天竜川総合学習館かわらんべ／☎０２６５（２７）６１１５
　http://www.cbr.mlit.go.jp/tenjyo/kawaranbe/

各 施 設 か ら の お 知 ら せ

年賀状にどうですか？
１１月１９日㈯～１２月２８日㈬　（雨天中止）

サンタ列車
１１月２６日㈯～１２月２５日㈰
（雨天中止）

トナカイ、知っトナカイ？
１１月２６日㈯～１２月２５日㈰
（雨天中止）

ブリちゃんのお散歩
１２月１７日㈯・１８日㈰　１３：００～１３：１５　（雨天中止）

どうぶつ色集め
１２月１７日㈯・１８日㈰　１３：３０～１４：００

動物達に年賀状を送ろう！
１２月２０日㈫～１月１５日㈰
受付：郵送または持ち込み

動物園からお年玉
１月４日㈬
配布場所：事務所受付

アニマルおみくじ
１月４日㈬～９日㈷　（小雨決行）

開運！？ウンチにタッチ
１月４日㈬～９日㈷　（雨天中止）

親子でソバ打ち体験
１２月１７日㈯　９：００～１２：００
対象：親子（保護者と子ども）
講師：清水勝弘

（天龍峡そば普及組合）
内容：こねて・のばして・切って、食べるのも。

※最後まで受講できる２０組を募集

冬鳥を楽しむ（大人自然塾）
１２月２０日㈫　９：００～１１：００　対象：成人
講師：山田　拓 （美術博物館）
内容：カモ類などの冬鳥観察。

※動物の体調により、内容の変更・中止になることがあります。

ビーバーの巣直しみれるかな？
１４：４５～　ビーバーの活動開始時間によって、変更する
場合があります。

みんなでリクガメをビッグにしよう！
１１：４５集合
人数：１日５組（各組１日１回づつ）
申込期間：前日の開園時間中まで
参加資格：１１：４５までに来園できる方

１２月１９日㈪、 ２６日㈪、 ２９日㈭～１月３日㈫、 １０日㈫

マ
ナ
ヅ
ル

これからの講座予定 ※事前申込が必要です。

毎週土日・祝日のイベント

休園日（１2月１５日～1月１４日の期間中）

先着

３０人

毎年恒例の年賀状募集です。

お気に入りの動物宛に年賀状を送って下さい。

動物園よりお返事のハガキを郵送します。

人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板

■申し込み・問い合わせ
ＮＰＯ法人いいだ人形劇センター　　０５０（３５８３）３５９４　
または　飯田文化会館　　０２６５（２３）３５５２
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■申し込み・問い合わせ
ＮＰＯ法人いいだ人形劇センター　　０５０（３５８３）３５９４　
または　飯田文化会館　　０２６５（２３）３５５２

せかいの劇場ｖｏｌ.５　ミクロポディウム
日時：２月１８日㈯　①１５：００　②１８：００
会場：飯田人形劇場
料金：８００円～２,０００円

★いいだ人形劇フェスタ２０１７のポスター
およびワッペンデザイン募集！

◎締め切り：２０１７年１月２７日
詳しくは、人形劇フェスタＨＰ
（ｗｗｗ.ｉｉｄａ-ｐｕｐｐｅｔ.ｃｏｍ）
をご覧ください。

★巨大人形劇プロジェクト参加者募集！

詳しくは、いいだ人形劇センターに
お問い合わせください。

人形劇定期公演

日時：１２月１８日㈰　１０：３０　会場：飯田人形劇場
料金：２００円　出演：人形劇講座初級看護師チーム／いなご☆チャーハン

ましゅ＆Ｋｅｉのクリスマス会

日時：１２月２３日㈷　①１４：００　②１８：００
会場：川本喜八郎人形美術館
料金：５００円～２,５００円
出演：ましゅ ＆ Ｋｅｉ／ゲスト：ふくろこうじ

「父と暮らせば」を読む会

日時：１月１３日㈮、・２０日㈮　いずれも１９：３０
会場：飯田文化会館
料金：８００円
３月に開催される人形劇団むすび座「父と暮らせば」公演に合わせ、
原作を読み理解を深める講座を開催します。
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植物油インキを使用し、環境に配慮した広報紙作りに努めています。古紙配合率80％以上の再生紙を使用しています。

飯田市の人口（11/1現在）■人口＝103,619人（前月比－5）男49,602人／女54,017人  ■世帯数＝39,800世帯（前月比＋45）
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